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地球温暖化対策計画概要（R3.10.22 閣議決定）
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我が国の運輸部門における二酸化炭素排出量（２０２２年度）
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ゼロカーボン・ドライブの推進

環境省ゼロカーボン・ドライブHP：
https://www.env.go.jp/air/zero_carbon_drive/

ロゴマークダウンロードサイト：
https://www.env.go.jp/air/zero_carbon_drive/dl.html
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EVのCO2削減効果＆ポテンシャル

➢ EVはLCA-CO2がHVと同等であるといわれているが、再エネを組み合わせるこ
とで、EVの「車の使用段階」のCO2排出をオフセットできる。

➢ また、バッテリーのn次利用、家庭や地域での再エネを最大限利用するためのス
トレージインフラとしてEVを活用することでさらにCO2削減効果を引き出せる。

再エネ
電力
使用

バッテリー
2次利用 バッテリー

３次利用

９割以上
オフセット可能か？

災害時非常電源、カーシェ
ア等により更なる削減効果

も見込める

LCA-CO2

※内燃機関より10～20％程度
CO2排出量が少ない

再エネの
有効活用

※これらは環境省試算の削減イメージであり、効果については公式に精査され
たものではない。今後、市場での使われ方等の分析を継続し、CO2削減効
果及びポテンシャルを精査していく。
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V2H活用による再エネ有効活用＆経済性の検証①
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V2H活用による再エネ有効活用＆経済性の検証②

V2H活用により
再エネ活用率は
５～１５％程度

上昇

※統計データではなく限られた
N数のモデルケース（実測
値）であることに留意

補助金なしの場合、投資回収
に16年を要するため、
・V2H本体価格の低減
・新築の際の予め設定

等の進展が必要

※統計データではなく限られたN数のモデルケース（実
測値）であることに留意
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電動スクールバス（太陽光発電と組合わせたエネマネ）実証事業
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エネマネ活用効果（CO2排出量及び燃料費削減）
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